
平
成
26
年
度
の
基
礎
体
験
セ
ミ
ナ
ー
を
昨

年
度
と
同
様
に
東
京
と
大
阪
の
2
都
市
で
開

催
し
ま
し
た
。

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
地
方
公
共
団
体
や
共

済
組
合
等
の
福
利
厚
生
担
当
の
方
に
、
ラ
イ

フ
プ
ラ
ン
セ
ミ
ナ
ー
を
企
画
・
運
営
す
る
際

に
役
立
つ
知
識
と
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
て
い

た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
主
に
初
任
者

の
方
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、7
月
10
日
（
木
）・
11
日
（
金
）

東
京
グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス
に
て
、
翌
週
の
7
月

17
日
（
木
）・
18
日
（
金
）、
大
阪
の

C
I
V
I
北
梅
田
研
修
セ
ン
タ
ー
に
て
、
そ

れ
ぞ
れ
2
日
間
同
じ
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
実
施
し
、

基
礎
体
験
セ
ミ
ナ
ー
の
原
点
に
か
え
っ
て
、

受
講
者
の
皆
さ
ん
に
当
協
会
が
共
催
ま
た
は

講
師
派
遣
に
よ
り
実
施
し
て
い
る
ラ
イ
フ
プ

ラ
ン
セ
ミ
ナ
ー
を
、
実
際
に
「
体
験
」
し
て

い
た
だ
く
こ
と
を
主
眼
と
し
ま
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
で
は
当
協
会
役
員
の
挨
拶
に
引

き
続
き
、「
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
セ
ミ
ナ
ー
の
企
画

と
運
営
に
つ
い
て
」「
運
動
に
よ
る
健
康
づ
く

り
」「
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
総
論
」「
家
庭
経
済
設

計
」
の
順
で
講
演
が
進
め
ら
れ
、
各
講
師
は

日
頃
実
施
し
て
い
る
セ
ミ
ナ
ー
を
再
現
い
た

し
ま
し
た
。

「平成26年度基礎体験セミナー」
レポート

福利厚生担当者自身がライフプランセミナーを体験

各
講
演
の
概
要

●
講
演
「
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
セ
ミ
ナ
ー
の
企
画

と
運
営
に
つ
い
て
」

（
一
財
）
地
域
社
会
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
協
会

企
画
課
長　

八
木
下 

牧
登

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
セ
ミ
ナ
ー
を
企
画
・
運
営

す
る
上
で
、
知
っ
て
お
く
べ
き
基
礎
知
識
と

ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
、
当
協
会
の
企
画
課
長

八
木
下
が
説
明
し
ま
し
た
。

基
礎
知
識
編
で
は
、「
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
」

の
考
え
方
と
構
成
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
類
型
・

沿
革
に
つ
い
て
、
特
に
地
方
公
共
団
体
に
つ

い
て
は
、「
地
方
公
務
員
等
に
係
わ
る
生
涯

生
活
設
計
の
支
援
等
の
施
策
に
関
す
る
指
針

（
平
成
2
年
4
月
24
日
付
け
自
治
省
行
政
局

公
務
員
部
福
利
課
長
内
か
ん
）」
に
、
基
づ

き
各
種
施
策
が
行
わ
れ
て
い
る
と
の
説
明
が

あ
り
、
基
礎
知
識
の
整
理
が
で
き
た
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

企
画
と
運
営
編
で
は
、「
退
職
準
備
プ
ロ

グ
ラ
ム
50
歳
代
」「
生
活
充
実
プ
ロ
グ
ラ
ム

40
歳
代
」「
生
活
創
造
プ
ロ
グ
ラ
ム
30
歳
代
」

（一財）地域社会ライフプラン協会
企画課長　八木下 牧登
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年
代
別
区
分
・
配
偶
者
参
加
・
消
防
へ

の
対
応
（
年
金
支
給
開
始
年
令
が
異
な
る
）。

⑤
開
催
時
間

半
日
・
1
日
・
2
日
間
（
宿
泊
）。

⑥
開
催
時
期

予
算
編
成
・
議
会
開
催
な
ど
と
の
調
整
。

⑦
不
規
則
勤
務
者
へ
の
対
応

消
防
・
医
療
・
交
通
事
業
従
事
者
。

⑧
テ
キ
ス
ト
・
副
教
材

独
自
テ
キ
ス
ト
作
成
・
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
協

会
の
テ
キ
ス
ト
購
入
・
講
師
レ
ジ
メ
・
参
加

者
へ
の
事
前
作
成
資
料
指
示
（
キ
ャ
ッ
シ
ュ

フ
ロ
ー
表
・
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
・
チ
ェ
ッ
ク
シ

ー
ト
な
ど
）。

⑨
講
師
依
頼

（
講
師
選
定
方
法
）

協
会
作
成
「
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
の
た
め
の
講

師
ガ
イ
ド
」・
協
会
情
報
誌
「
A
L
P
S
」・

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
新
聞
・
雑
誌
・
各
種
セ

ミ
ナ
ー
な
ど
を
参
考
に
す
る
。

（
講
師
謝
金
）

各
団
体
の
謝
金
基
準
・
講
師
の
料
金
表
な

ど
を
参
考
に
予
算
額
を
提
示
。

個
人
へ
の
謝
金
は
源
泉
所
得
税
と
復
興
特

別
所
得
税
控
除
が
必
要
。（
交
通
費
・
宿
泊

費
も
謝
金
と
し
て
計
算
）

⑩
会
場
設
営
・
備
品
準
備

視
聴
覚
設
備
（
D
V
D
プ
レ
イ
ヤ
ー
・
パ

ソ
コ
ン
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
・
ス
ク
リ
ー
ン
）

の
事
前
確
認
。

演
台
・
マ
イ
ク
（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ－

を
利

用
す
る
場
合
は
ピ
ン
マ
イ
ク
が
便
利
）・
水
差

し
・
お
し
ぼ
り
・
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
・
レ
ー

ザ
ー
ポ
イ
ン
タ
ー
な
ど
。

以
上
の
説
明
後
、
改
め
て
当
協
会
の
セ
ミ

ナ
ー
共
催
制
度
（
毎
年
2
月
募
集
、
講
師

派
遣
料
・
交
通
費
・
テ
キ
ス
ト
代
が
全
て
無

償
）・
講
師
無
償
派
遣
制
度
（
随
時
募
集
、

講
師
派
遣
料
・
交
通
費
が
無
償
）
を
各
団

体
で
積
極
的
に
ご
活
用
い
た
だ
く
よ
う
お
話

し
い
た
し
ま
し
た
。

●
講
演
「
手
軽
で
簡
単
、
今
す
ぐ
出
来
る

基
礎
代
謝
ア
ッ
プ
の
ス
ト
レ
ッ
チ
」

（
有
）
ナ
ビ
ス
ポ
ー
ツ
ア
カ
デ
ミ
ー

代
表
取
締
役　

櫻
井 

優
司 

氏

F
1
レ
ー
サ
ー
や
横
綱
か
ら
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
金
メ
ダ
リ
ス
ト
ま
で
、
ス
ポ
ー
ツ
選
手
の

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
メ
ン
タ
ル
ア
ド
バ
イ
ス
で
、

豊
富
な
ご
経
験
を
持
っ
て
お
ら
れ
る
櫻
井
先

生
か
ら
簡
単
に
で
き
る
ス
ト
レ
ッ
チ
と
健
康
づ

く
り
に
つ
い
て
の
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

1
．
感
覚
が
鈍
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

味
覚
の
衰
え　

味
が
濃
く
な
る

●平成26年度ライフプラン基礎体験セミナー日程表
○東京会場　平成26年7月10日（木）〜11日（金） 東京グリーンパレス
○大阪会場　平成26年7月17日（木）〜18日（金） CIVI北梅田研修センター

第1日目（東京会場7月10日・大阪会場7月17日） 第2日目（東京会場7月11日・大阪会場7月18日）
10:00～10:05 開講挨拶

　一般財団法人地域社会ライフプラン協会
9:30～11:30 講演

［東京会場］
「家庭経済設計〜人生90年時代に備える
ライフプランづくり」

　日本生命保険（相）
　代理店業務部 主任専門課長　小口 聡史 氏

［大阪会場］
「ライフプランセミナー〜ゆとりある充実した
ライフスタイル実現のために〜」

　（株）三井住友銀行
　職域取引事業部 グループ長　清田 豊 氏

10:05～10:15 オリエンテーション
10:15～11:45 講演

　「ライフプランセミナーの企画と運営について」
講師　
　一般財団法人地域社会ライフプラン協会
　企画課長　八木下 牧登

11:45～12:45 休憩 11:30～11:45 アンケート記入後解散
12:45～14:15 講演

「手軽で簡単、今すぐ出来る基礎代謝アップ
のストレッチ」

講師
　(有)ナビスポーツアカデミー
　代表取締役　櫻井 優司 氏

14:15～14:30 休憩
14:30～16:00 講演

　「ライフプラン総論」
講師
　一般財団法人地域社会ライフプラン協会
　業務部 参事　塚本 伸明

16:00～16:15 質疑応答

（有）ナビスポーツアカデミー
代表取締役　櫻井 優司 氏

の
年
代
別
に
分
け
ら
れ
た
ラ
イ
フ
プ
ラ

ン
セ
ミ
ナ
ー
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
組
み

方
、
セ
ミ
ナ
ー
開
催
に
あ
た
っ
て
の
事

前
準
備
・
当
日
の
進
行
等
に
つ
い
て
具

体
的
な
流
れ
と
実
施
に
当
た
っ
て
の
左

記
留
意
事
項
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

①
実
施
主
体

地
方
公
共
団
体
・
共
済
組
合
・
職

員
互
助
会
な
ど
。

②
費
用
負
担

実
施
主
体
・
参
加
者
。

③
服
務
上
の
取
り
扱
い

出
張
・
研
修
・
職
免
・
休
暇
・
そ

の
他
。

④
対
象
者
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視
覚
の
衰
え　

転
倒
の
危
険

聴
覚
の
衰
え　

疎
外
感
・
孤
立

嗅
覚
の
衰
え　

味
が
わ
か
ら
な
く
な
る

触
覚
の
衰
え　

体
温
の
低
下

い
ず
れ
も
健
康
の
危
険
要
素
を
は
ら
ん
で

お
り
、
免
疫
力
の
低
下
が
感
覚
を
鈍
ら
せ
て

い
る
の
で
す
。

2
．
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま
し
ょ
う

肩
の
左
右
の
高
さ
が
同
じ
で
す
か
？

首
は
左
右
に
傾
い
て
い
ま
せ
ん
か
？

首
は
前
方
に
出
て
い
ま
せ
ん
か
？

脈
は
運
動
時
に
変
化
し
ま
し
た
か
？

自
分
で
は
な
か
な
か
気
付
か
な
い
身
体
の

バ
ラ
ン
ス
の
ず
れ
や
血
液
の
流
れ
の
状
態
を

チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

3
．
呼
吸
法
で
ス
ッ
キ
リ

①
鼻
で
大
き
く
息
を
吸
い
な
が
ら
、
首
を
後

ろ
に
反
ら
せ
胸
を
張
る
。
10
秒
静
止
。

②
首
を
前
に
た
お
し
な
が
ら
肩
を
す
ぼ
め
、

口
か
ら
息
を
全
て
吐
き
出
す
。
10
秒
静
止
。

③
こ
れ
を
繰
り
返
す
。

職
場
や
家
庭
で
、
2
〜
3
分
無
酸
素
運

動
と
深
呼
吸
を
繰
り
返
す
こ
と
で
リ
ン
パ
の

流
れ
が
良
く
な
り
、
頭
が
ス
ッ
キ
リ
し
ま
す
。

4
．
手
軽
に
職
場
で
も
出
来
る
ス
ト
レ
ッ
チ

①
セ
パ
レ
ー
ト
フ
ィ
ン
ガ
ー
ス
ト
レ
ッ
チ

手
の
ひ
ら
を
下
に
向
け
、
人
差
し
指
か
ら

順
に
指
を
握
る
よ
う
に
し
て
1
本
ず
つ
10
秒

間
反
ら
し
ま
す
。
続
い
て
手
の
ひ
ら
を
上
に

向
け
て
同
様
に
反
ら
し
ま
す
。

②
眼
球
を
動
か
す
ス
ト
レ
ッ
チ

上
・
下
・
左
・
右
各
10
秒
ず
つ
、
顔
を
動

か
さ
ず
眼
球
だ
け
で
見
る
よ
う
に
し
ま
す
。

③
あ
ご
の
ス
ト
レ
ッ
チ

あ
ご
の
下
に
手
の
ひ
ら
を
つ
け
て
左
・
右

各
10
秒
あ
ご
を
引
っ
張
り
ま
す
。
唾
液
が
出

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

④
首
の
ス
ト
レ
ッ
チ

首
の
後
ろ
で
両
手
を
組
ん
で
首
を
下
に
押

し
下
げ
ま
す
。
次
に
あ
ご
の
下
に
手
の
ひ
ら

を
つ
け
て
顔
を
後
ろ
に
反
ら
せ
て
首
を
伸
ば

し
ま
す
。

右
手
を
左
耳
の
上
に
つ
け
て
、
首
を
右
に

伸
ば
し
ま
す
。
次
に
左
手
を
右
の
耳
の
上
に

つ
け
て
首
を
左
に
伸
ば
し
ま
す
。

思
い
出
し
た
ら
、
ど
の
ス
ト
レ
ッ
チ
で
も

構
い
ま
せ
ん
。
ひ
と
つ
で
も
行
っ
て
み
て
下

さ
い
。

●
講
演
「
地
方
公
務
員
の
た
め
の
ラ
イ
フ

プ
ラ
ン
〜
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
総
論
〜
」

（
一
財
）
地
域
社
会
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
協
会

業
務
部　

参
事　

塚
本 

伸
明

当
協
会
の
派
遣
講
師
と
し
て
全
国
の
団
体

で
開
催
さ
れ
て
い
る
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
セ
ミ
ナ
ー

で
実
際
に
講
演
を
行
っ
て
い
る
、
協
会
専
任

講
師
塚
本
か
ら
、
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
セ
ミ
ナ
ー

を
体
験
し
て
い
た
だ
く
目
的
で
、
50
歳
代
を

対
象
と
し
た
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
セ
ミ
ナ
ー
の
模
擬

講
演
を
行
い
ま
し
た
。

1
．
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
と
は

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
と
は
、
人
生
の
長
期
計
画
・

総
合
的
な
計
画
・
個
々
の
人
生
観
や
価
値
観

を
反
映
し
た
計
画
。「
自
分
の
物
語
は
自
分

で
つ
く
る
」。

2
．
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
の
構
成

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
は
マ
ネ
ー
プ
ラ
ン
と
同
じ
と

考
え
て
い
る
人
も
多
い
が
、
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン

の
中
心
に
あ
る
の
は「
生
き
が
い
」で
あ
っ
て
、

マ
ネ
ー
（
家
庭
経
済
）
は
あ
く
ま
で
ラ
イ
フ

プ
ラ
ン
を
支
え
る
生
活
基
盤（
手
段
）で
あ
る
。

（一財）地域社会ライフプラン協会
業務部　参事　塚本 伸明

●
講
演
「
家
庭
経
済
設
計
〜
人
生
90
年
時

代
に
備
え
る
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
づ
く
り
」

日
本
生
命
保
険（
相
）
　

代
理
店
業
務
部

主
任
専
門
課
長　

小
口 

聡
史 

氏

当
協
会
の
賛
助
会
員
講
師
と
し
て
各
団
体

で
も
ご
講
演
い
た
だ
い
て
い
る
、
日
本
生
命

の
小
口
氏
に
家
庭
経
済
設
計
に
つ
い
て
ご
講

演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

［
東
京
会
場
］

1
．
年
代
別
家
庭
経
済
設
計
の
ポ
イ
ン
ト

①
30
歳
代

一
般
的
に
結
婚
・
出
産
・
育
児
・
住
宅
購

入
、
子
ど
も
の
教
育
と
い
っ
た
ラ
イ
フ
イ
ベ

ン
ト
が
目
白
押
し
。
そ
れ
ぞ
れ
の
資
金
計
画

（
対
策
）
が
必
要
。
収
入
と
支
出
の
バ
ラ
ン

ス
を
考
え
、
支
出
を
管
理
す
る
こ
と
が
大
切
。

②
40
歳
代

子
ど
も
が
進
学
し
、
家
計
の
中
で
教
育
費

の
負
担
が
重
く
な
る
時
期
。
住
宅
購
入
者
は
ロ

ー
ン
返
済
に
よ
る
負
担
も
重
な
っ
て
く
る
。
老

後
資
金
に
つ
い
て
も
、
そ
ろ
そ
ろ
視
野
に
入
れ

な
が
ら
、
収
支
を
管
理
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
。

③
50
歳
代
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3
．
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
の
必
要
性

①
高
齢
化
・
少
子
化
の
進
行

国
民
の
4
人
に
1
人
が
65
歳
以
上

年
金
制
度
（
世
代
間
扶
養
）
へ
の
不
安
。

②
人
生
の
長
期
化

60
歳
定
年
後
の
平
均
余
命

男
性
22
・
93
年　

女
性
28
・
33
年

定
年
後
の
人
生
は
余
生
（
余
り
の
人
生
）

と
は
言
え
な
い
長
い
時
間
で
あ
る
。

③
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
・
サ
イ
ク
ル
の
変
化

価
値
観
・
人
生
観
の
多
様
化
で
「
標
準
」

が
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
。
自
分
に
合
っ
た
オ

ー
ダ
ー
メ
イ
ド
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
を
つ
く
る
こ

と
が
必
要
。

4
．
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
の
作
成
手
順

①
現
状
分
析

自
分
時
間
・
仕
事
・
家
族
で
の
生
き
が

い
、
家
庭
経
済
、
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
自

分
の
現
状
を
確
認
。（
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
）

時
間
の
使
い
方
、
わ
が
家
の
年
間
収
支
・

資
産
状
況
の
確
認
。

②
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
の
作
成

現
状
分
析
に
も
と
づ
い
た
課
題
の
明
確
化

と
目
標
の
設
定
。（
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
）

将
来
の
収
支
を
予
想
し
、
毎
年
の
収
支
・

貯
蓄
残
高
の
推
移
の
予
想
を
立
て
る
。

（
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
表
）

未
来
設
計
図
を
つ
く
る
。

5
．
生
き
が
い

①
自
分
時
間

退
職
後
の
自
分
が
自
由
に
使
え
る
時
間
は

在
職
中
の
総
労
働
時
間
約
8
万
時
間
を
超

え
る
。
在
職
中
は
時
間
と
の
戦
い
、
退
職
後

は
暇
と
の
戦
い
。
自
分
時
間
の
過
ご
し
方
を

考
え
て
お
か
な
い
と
、
退
職
後
に
充
実
し
た

人
生
を
送
れ
な
い
。

②
家
族
時
間

定
年
退
職
後
は
家
庭
が
基
点
と
な
る
。

配
偶
者
と
の
関
係
が
大
切
。
夫
婦
間
で
定

年
退
職
後
の
過
ご
し
方
に
つ
い
て
、
思
い
が

異
な
る
場
合
も
あ
る
の
で
、
お
互
い
を
尊
重

す
る
姿
勢
が
大
切
。

6
．
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
作
成
の
付
随
効
果

・
将
来
の
生
活
の
道
筋
が
見
え
て
、
1
日
1

日
を
大
切
に
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

・
夫
婦
の
夢
を
共
有
で
き
た
。

・
貯
蓄
の
目
的
が
明
確
に
な
り
、
夢
の
実
現

の
た
め
に
節
約
す
る
気
持
ち
に
な
っ
た
。

・
万
一
の
時
の
遺
族
年
金
等
の
補
償
額
が
わ

か
り
、
生
命
保
険
を
見
直
す
こ
と
に
よ
り

保
険
料
の
節
約
に
な
っ
た
。

・
老
後
の
年
金
の
予
想
額
が
わ
か
り
、
自
助

で
準
備
す
べ
き
老
後
資
金
の
不
足
額
が
明

確
に
な
っ
た
。

「
流
れ
を
進
む
の
は
我
々
で
あ
っ
て
、

時
で
は
な
い
。」

─
ト
ル
ス
ト
イ
の
言
葉

［
こ
こ
ま
で
は
東
京
会
場
・
大
阪
会
場
共
通
］

一
般
的
に
教
育
費
や
住
宅
ロ
ー
ン
返
済
も

最
終
コ
ー
ナ
ー
を
迎
え
、
老
後
資
金
準
備
の

ラ
ス
ト
ス
パ
ー
ト
を
か
け
る
時
期
。

親
の
介
護
や
相
続
も
重
要
な
課
題
。

④
現
役
時
代
と
退
職
後

現
役
時
代
と
退
職
後
で
は
マ
ネ
ー
プ
ラ
ン

の
目
的
が
大
き
く
異
な
る
。
現
役
時
代
は
収

入
で
生
活
を
ま
か
な
え
る
期
間
で
、
退
職
後

は
貯
蓄
を
取
り
崩
し
て
生
活
す
る
期
間
。

2
．
老
後
資
金
の
3
分
法

単
に
利
回
り
が
良
い
か
ど
う
か
だ
け
で
な

く
、
そ
の
お
金
は
「
ど
れ
く
ら
い
の
期
間
運

用
で
き
る
か
」
と
い
う
観
点
が
大
切
で
す
。

①
「
使
う
お
金
」

「
い
ま
」
使
う
お
金
で
、
日
常
生
活
費
と

し
て
定
期
的
に
支
出
さ
れ
る
お
金
。
流
動
性
・

換
金
性
に
留
意
す
る
。

②
「
備
え
る
お
金
」

普
段
は
必
要
な
い
が
、「
近
い
将
来
」
不

測
の
事
態
が
起
き
た
と
き
に
使
う
お
金
。
予

備
資
金
と
し
て
安
全
性
・
流
動
性
・
収
益
性

の
バ
ラ
ン
ス
に
配
慮
す
る
。

③
「
残
す
お
金
」

「
遠
い
将
来
」
子
ど
も
な
ど
に
残
す
た
め
の

お
金
。
当
面
、
使
う
予
定
が
無
い
の
で
収
益

性
を
重
視
す
る
こ
と
も
可
能
。

3
．
貯
蓄
す
る
た
め
の
相
場
観

60
歳
ま
で
に
1
0
0
0
万
円
を
タ
ン
ス
預

金
（
無
利
子
）
す
る
に
は
、

●
講
演
「
家
庭
経
済
設
計
〜
人
生
90
年
時

代
に
備
え
る
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
づ
く
り
」

日
本
生
命
保
険（
相
）
　

代
理
店
業
務
部

主
任
専
門
課
長　

小
口 

聡
史 

氏

当
協
会
の
賛
助
会
員
講
師
と
し
て
各
団
体

で
も
ご
講
演
い
た
だ
い
て
い
る
、
日
本
生
命

の
小
口
氏
に
家
庭
経
済
設
計
に
つ
い
て
ご
講

演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

［
東
京
会
場
］

1
．
年
代
別
家
庭
経
済
設
計
の
ポ
イ
ン
ト

①
30
歳
代

一
般
的
に
結
婚
・
出
産
・
育
児
・
住
宅
購

入
、
子
ど
も
の
教
育
と
い
っ
た
ラ
イ
フ
イ
ベ

ン
ト
が
目
白
押
し
。
そ
れ
ぞ
れ
の
資
金
計
画

（
対
策
）
が
必
要
。
収
入
と
支
出
の
バ
ラ
ン

ス
を
考
え
、
支
出
を
管
理
す
る
こ
と
が
大
切
。

②
40
歳
代

子
ど
も
が
進
学
し
、
家
計
の
中
で
教
育
費

の
負
担
が
重
く
な
る
時
期
。
住
宅
購
入
者
は
ロ

ー
ン
返
済
に
よ
る
負
担
も
重
な
っ
て
く
る
。
老

後
資
金
に
つ
い
て
も
、
そ
ろ
そ
ろ
視
野
に
入
れ

な
が
ら
、
収
支
を
管
理
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
。

③
50
歳
代

日本生命保険（相）代理店業務部
主任専門課長　小口 聡史 氏
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25
歳
ス
タ
ー
ト　

毎
月
2
万
3
8
3
4
円

30
歳
ス
タ
ー
ト　

毎
月
2
万
7
8
3
4
円

35
歳
ス
タ
ー
ト　

毎
月
3
万
3
3
3
4
円

40
歳
ス
タ
ー
ト　

毎
月
4
万
1
6
6
7
円

お
お
よ
そ
毎
月　

年
令
×
1
0
0
0
円
の

貯
蓄
が
必
要
で
す
。

4
．
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
に
活
か
す
保
険
活
用
法

①
個
人
年
金
保
険
（
自
助
努
力
年
金
）

・
定
年
退
職
か
ら
公
的
年
金
受
給
開
始
ま
で

の
つ
な
ぎ
年
金
。

・
公
的
年
金
の
上
乗
せ
と
し
て
の
年
金
。

（
終
身
期
間
・
一
部
期
間
）

②
一
時
払
い
終
身
保
険

・「
残
す
お
金
」
は
終
身
保
険
の
仕
組
み
を

利
用
す
る
と
有
効
。

・
契
約
者
・
被
保
険
者
＝
残
す
人
（
親
）

保
険
金
受
取
人
＝
残
し
た
い
人
（
子
）
に

す
る
と
残
し
た
い
人
に
お
金
を
残
せ
る
。

・
一
時
払
い
保
険
料
よ
り
死
亡
保
険
金
の
方

が
大
き
く
な
る
の
で
、そ
の
分「
残
す
お
金
」

と
し
て
用
意
す
べ
き
金
額
が
減
り
、
お
金

が
浮
く
。

●
講
演
「
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
セ
ミ
ナ
ー

　

〜
ゆ
と
り
あ
る
充
実
し
た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

実
現
の
た
め
に
〜
」

三
井
住
友
銀
行　

職
域
取
引
事
業
部

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
グ
ル
ー
プ　

グ
ル
ー
プ
長　

清
田 

豊 

氏

当
協
会
の
賛
助
会
員
講
師
と
し
て
各
団
体

で
も
ご
講
演
い
た
だ
い
て
い
る
、
三
井
住
友

銀
行
の
清
田
氏
に
「
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
と
お
金
」

に
つ
い
て
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

［
大
阪
会
場
］

1
．
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
と
お
金
の
準
備

将
来
必
要
と
な
る
お
金
を
キ
チ
ン
と
準
備

す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
は
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
を
明

確
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
夢
や
希
望
の

ひ
と
つ
ひ
と
つ
が
「
お
金
の
準
備
の
目
標
」

に
な
り
ま
す
。

将
来
に
向
け
て
準
備
が
必
要
な
お
金
と
し

て
は
、「
9
つ
の
資
金
」
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

毎
日
の
生
活
の
た
め
に

①
毎
日
の
生
活
資
金

②
老
後
の
生
活
資
金

ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
の
た
め
に

③
結
婚
資
金

④
教
育
資
金

⑤
住
宅
購
入
資
金

入
院
・
介
護
等
に
備
え
て

⑥
療
養
資
金

万
が
一
の
た
め
に

⑦
緊
急
予
備
資
金

⑧
遺
族
の
生
活
資
金

⑨
遺
族
の
一
時
資
金

「
9
つ
の
資
金
」
の
準
備
方
法
と
し
て
は
、

貯
蓄
や
運
用
、
借
入
、
保
険
等
が
考
え
ら
れ

ま
す
。
そ
の
バ
ラ
ン
ス
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

「
9
つ
の
資
金
」
の
う
ち
4
つ
の
資
金
に
つ

い
て
は
、
保
険
の
機
能
の
活
用
に
よ
る
効
率

的
な
準
備
が
可
能
で
す
。

・
老
後
の
生
活
資
金
は
個
人
年
金
保
険
な
ど

で
準
備
。

・
遺
族
の
生
活
資
金
・
一
時
資
金
は
定
期
保

険
や
終
身
保
険
な
ど
の
生
命
保
険
で
備

え
。

・
療
養
資
金
は
医
療
保
険
・
介
護
保
険
な
ど

で
備
え
。

ど
う
し
て
も
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
出
来
な
い
こ

と
の
一
つ
に
「
寿
命
」
と
「
健
康
状
態
」
が

あ
り
ま
す
。
保
険
は
「
発
生
時
期
や
期
間
が

確
定
で
き
な
い
お
金
の
準
備
」
に
対
応
で
き

る
機
能
を
持
っ
た
商
品
で
す
。

2
．
退
職
後
の
生
活
費

退
職
後
の
収
入
源
は
、
給
料
・
期
末
手

当
か
ら
、
共
済
年
金
を
中
心
と
す
る
収
入
に

変
わ
り
ま
す
。
一
生
涯
に
わ
た
っ
て
受
け
取

れ
る
退
職
共
済
年
金
は
、
と
て
も
頼
り
に
な

り
ま
す
。

平
均
的
な
地
方
公
務
員
の
退
職
共
済
年

金
の
受
給
額
は
？

（
昭
和
29
年
生
ま
れ
・
妻
が
専
業
主
婦
・

平
均
給
与
額
4
3
5
千
円
の
場
合
）

①
61
歳
〜
64
歳

夫
の
共
済
年
金
の
み

月
額
13
・
1
万
円

②
夫
65
歳
以
上
で
妻
65
歳
に
な
る
ま
で

夫
の
基
礎
年
金
6
・
4
万
円
が
加
算

月
額
19
・
5
万
円

③
夫
婦
と
も
に
65
歳
以
上

妻
の
基
礎
年
金
6
・
4
万
円
が
加
算

月
額
25
・
9
万
円

④
夫
が
亡
く
な
り
、
妻
が
基
礎
年
金
に
併
せ

て
遺
族
年
金
9
・
8
万
円
も
受
給

月
額
16
・
2
万
円

（
※
加
給
年
金
は
含
め
て
い
ま
せ
ん
）

地
方
公
務
員
の
平
均
的
な
老
後
の
生
活
費

（
夫
婦
2
人
）
は
月
25
・
2
万
円
な
の
で
、

一
般
的
な
生
活
を
志
向
さ
れ
る
場
合
に
は
、

年
金
額
は
日
常
生
活
費
と
ほ
ぼ
等
し
い
。

ゆ
と
り
あ
る
生
活
を
志
向
さ
れ
る
場
合
は
、

月
36
・
6
万
円
（
出
典
：
生
命
保
険
文
化

セ
ン
タ
ー
）
が
必
要
な
の
で
、
毎
月
の
収
支

が
不
足
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
場
合
に
は
、

退
職
手
当
の
取
り
崩
し
・
年
金
化
な
ど
の
対

策
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

三井住友銀行　職域取引事業部
ソリューショングループ　
グループ長　清田 豊 氏
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3
．
お
金
を
目
的
に
応
じ
て
色
分
け
す
る

お
金
を
目
的
に
応
じ
て
分
け
、
そ
の
目
的

に
適
し
た
特
徴
（
し
く
み
・
利
回
り
・
期
間

等
）
を
持
つ
金
融
商
品
を
選
ぶ
こ
と
が
重
要

で
す
。

日
常
生
活
費
な
ど
短
期
的
に
必
要
な
資
金

（
含
む
緊
急
用
資
金
）
は
元
本
の
保
全
が
最

優
先
と
な
る
資
金
で
す
。

マ
イ
ホ
ー
ム
資
金
・
リ
フ
ォ
ー
ム
資
金
・

将
来
の
お
子
さ
ま
の
教
育
費
な
ど
、
短
期
的

に
は
必
要
な
い
が
使
途
が
確
定
し
て
い
る
資

金
（
待
機
性
資
金
）
は
比
較
的
リ
ス
ク
を
抑

え
た
形
で
の
運
用
が
望
ま
し
い
で
す
。

当
面
使
う
予
定
の
無
い
お
金
に
つ
い
て
は
、

今
後
の
人
生
計
画
と
あ
わ
せ
て
、
長
期
・
分

散
投
資
に
よ
り
リ
ス
ク
ヘ
ッ
ジ
を
図
り
な
が

ら
、
リ
ス
ク
に
見
合
う
リ
タ
ー
ン
を
期
待
す

る
こ
と
が
可
能
な
資
金
で
す
。

セ
ミ
ナ
ー
の
感
想
等
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

本
年
度
の
基
礎
体
験
セ
ミ
ナ
ー
は
東
京
と

大
阪
の
2
会
場
合
わ
せ
て
60
名
の
参
加
者
が

あ
り
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
で
は
「
大
変
参
考
に
な

っ
た
」
36
・
2
％
、「
参
考
に
な
っ
た
」
55
・

2
％
と
91
・
4
％
の
参
加
者
の
方
か
ら
参
考

に
な
っ
た
と
の
評
価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

特
に
櫻
井
先
生
の
「
健
康
づ
く
り
」
の
講

演
で
は
「
大
変
参
考
に
な
っ
た
」
69
・
1
％
、

「
参
考
に
な
っ
た
」
29
・
1
％
と
い
う
高
い

評
価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
も
各
団
体
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
セ
ミ
ナ

ー
開
催
に
よ
り
役
立
つ
情
報
を
提
供
で
き
る

よ
う
、
当
セ
ミ
ナ
ー
の
工
夫
・
改
善
を
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
各
団
体
の

福
利
厚
生
担
当
所
属
長
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
今
後
も
よ
り
多
く
の
関
係
職
員
に
ご
参

加
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
、
ご
配
慮
の
ほ
ど
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●会場別 ●勤務先別

●年齢 ●経験年数 ●セミナーの感想

東京会場

大阪会場

都道府県

市区町村

大変参考
になった

参考になった

あまり参考に
ならなかった

ふつう

1年未満

１年以上～
３年未満

３年以上～
５年未満

５年以上

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代 20歳代

共済組合

警察

その他

Ｑ１　貴団体ではライフプランセミナーを実施していますか。

実施状況 団体数
１．実施している 39 Ｑ２へ

２．実施していない 7

Ｑ２　現在実施しているセミナーの内容はどれですか。（複数回答）
プログラム 年代 団体数 実施割合

１．退職準備プログラム 50歳代 39 100.0%
２．生活充実プログラム 40歳代 24 61.5%
３．生活創造プログラム 30歳代 11 28.2%

（その他）
新婚者セミナー（３）　配偶者向けセミナー（２）　退職直前セミナー（２）　
シングルセミナー　子育てセミナー　採用5年目セミナー　20歳代セミナー　経済セミナー　保険の見直しセミナー　
住宅準備セミナー　

●平成26年度「ライフプラン基礎体験セミナー」に関するアンケート結果●

●貴団体のライフプランセミナー実施状況アンケート●


